日伯経済交流促進委員会2021年度活動報告
I. 活動方針
1. 日伯経済関係の更なる強化を促す両国政府・民間の各種取組みを支援
2. 在伯日本企業の代表として、ブラジルに於ける日伯両国間の更なる経済交流促進（特に日本メルコスールEPA関連）の継続的支援。
3. 日本企業のブラジルへの投資促進、及び会員企業によるブラジルでの企業経営に於いて発生する問題解決を支援する為、規制改善含むビジネス環境改善に向けた政策対話を促進。
II. 活動報告
1. 第23回日伯経済合同委員会への取組み支援
· 第23回会合は11月9日、10日オンライン形式で開催。日本側から約170名、伯側から約40名が参加。日本メルコスールEPAの推進セッションで登壇した村田会頭の他、4名の在伯企業代表者が登壇。
· EPAセッションのプレゼン資料作成は当委員会・EPAタスクフォースで担当。アンケートを実施し、カマラ参加企業の声を吸い上げ資料に反映。会議では、経団連とCNI連盟で日本メルコスールEPA実現に向けた共同声明を採択。両国政府に提示予定。
2. ビジネス・外国投資環境整備に向けた取組み
· 第14回日伯貿易投資促進・産業協力合同委員会が6月16日にオンライン形式で開催される予定であったが、前日に伯側事情により延期となった。現時点では新しい開催時期は未定。経団連より、日本メルコスールEPAの早期締結、新型コロナの早期収束と企業に対する支援、ブラジルに於ける行政・立法・司法制度・運用の改善(知的財産制度の改善、僻地優遇税制度の見直し、州税の未還付税クレジットの解消、労働法制の見直し等)を求める予定であった。
· 第10回日伯賢人会議オンライン形式で開催。環境、気候変動、カーボン・ニュートラル等をキーワードとし、持続可能な将来に向けた日伯間協力につき議論。会議の結果は、経済合同委員会の場で報告された。
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